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曝畿往雛聴鍵まあづくりに使われました

雛

　市の一般会計と各特別会計の決

算状況は右表のとおりです。

　一般会計では歳入決算額216億

9，831万円〈前年度対比11．0％増＞、

歳出決算額210億5，617万円〈前年

度対比10．8％増＞で、差引き6億

4，214万円となりました。

　このうち、平成11年度への繰越

事業分3億3，628万円を差し引い

た3億0，586万円〈前年度対比

35．6％減＞が、実質的黒字額で平

成11年度へ繰り越されました。

」

巳

　市の財政を市民の皆さんから知っていただ　．一

くため、毎年8月と2月に財政のあらましを　▼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■公表しています。今回は2・3鋤が市の決算

状況、49一が市の6月末の予算執行状況、5　毒

9一が広域事務組合と衛生施設組合の決算状況

と6月末の予算執行状況です。

（単位：万円・％）

会　　計　　名 歳入決算額⑳ 前年度対比 歳出決算額◎ 前年度対比 差引額④一◎

一　般　会　計 216億9，831 十11．0 210億5，617 十10．8 6億4，214

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 27億5，485 十2．6 24億9，035 十2．5 2億6，450

簡　易　水　道 7億7，328 十6．7 7億2，282 十6．1 5，046

下水道事業 29億5，139 十8．9 27億7，973 十9．8 1億7，166

老　人　保　健 42億8，265 十2．6 43億4，628 十3．7 △6，363

農業集落排水事業 4億1，810 △14．6 4億0，281 △15．0 1，529

計 111億8，027 十3．7 107億4，199 十4．2 4億3，828

合　　　　　計 328億7，858 十8．4 317億9，816 十8．5 10億8，042

　下の円グラフは、一般会計の歳入・歳出決算の構成比です。歳入では地方交付

税、市税、諸収入、歳出では土木費、民生費、教育費の順番です。

　歳出210億5，617万円を市民1人当たりにすると475，073円になります。土木費、

民生費、総務費など、項目ごとの1人当たりの金額は3㌻左上の市民1人に使わ

れたお金のとおりです。　注：（）内は構成比、〈　＞内は前年度対比（単位：％）

分担金・負担金3億5’394万円地方譲与税1億7，217万円（0．8％）く△32．3〉

（L6％）〈＋2’0＞　　　　　　　その他8億8，079万円（4．1％）〈＋51．0＞

　繰入金4億5，490万円
　（2．1％）〈＋107．5〉

繰越金5億4，509万円
（2．5％）く△12．0〉

県支出金16億0，218万円
　　　　（7．4％）
　　　　〈△3．3〉

地方交付税
56f意7，227万円

（26．1％）

く十2．0〉

市債　　　．歳入
22億4’590万円　216億9，831
（10。4％）

＜＋34．7〉　　　　万円

　　　　　　〈11．0％増〉
　国庫支出金
　24億1，616万円　　　 市税
　（11．1％）　　　　　　　47億2，206万円
　〈＋70．0〉　　　　　　　　（2L8％）
　　　　諸収入　　　　　　く△4●4＞

　　　　26億3、285万円
　　　　（12．1％）
　　　　く十15．6＞

農林水産業費
10億4，654万円
（5．0％）〈△29．1〉

衛生費13億4，146万円
　　　　　（6．4％）
　　　　　〈△2．5＞

公債費
17億8，135万円
（8．5％）

〈△5．6〉

消防費　　6億2，731万円（3。0％）〈△0。9〉

災害復旧費1億2，455万円（0．6％）〈△34．7〉

その他　　3億4，225万円（1．4％）〈＋5．0〉

総務費
21億3，731万円
（10．2％）

く十9．0〉
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商工費
22億4，278万円
（10．7％）　　　教育費
〈＋27．4＞　　　23f意6，805万円

　　　　（1L2％）
　　　　〈十22．9〉

民生費
34f意0，758万円

（16．2％）

く十4．2〉

2



市税の状況
（総額47億2，206万円）

〈前年度対比4．4％減＞

皆さんの納めた市税は、

2㌻下の歳入円グラフの

とおり歳入の大きな部分

を占めています。

　47億2，206万円のうち、

市民税と固定資産税で合

わせて42億4，174万円、

89．9％となっています。

市債残高の状況
（総額165億9，513万円）

〈前年度対比7．2％増＞

　市債は、市が国や銀行

などの金融機関から長期

に借り入れるお金です。

トップの土木債は道路や

河川などの工事に、2番

目の教育債は学校建設な

どに使われています。

性質別歳出の状況

　歳出決算額210億5，617

万円の使いみちを、同じ

種類ごとに分けたものを

性質別歳出といいます。

　これに対して2㌻下の

歳出円グラフの土木費、

民生費、総務費などに分

けたものは目的別歳出と

いいます。

都市計画税1億5，739万円その他9，932万円
（3．3％）〈＋3．9〉　　　　　（2．1％）〈△7．1＞

市町村たばこ税
2f意2，361万円
（4．7％）

〈△1．6〉

　　　　　　　　　　　　　　　固定資産税
　　　　　　　　　　　　　　　　　25億
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9、485万円
　　　　　　市民税　　麹　　　　（5590％〉
　　　　　　16億　　　　　　・　　　　　　＜＋5・5＞

　　　　　　　4，689万円
　　　　　　　（34．9％）
　　　　　　　〈△17．4＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

民生債2億0，795万円
　　（1．396）　〈△10．4〉

その他　璽
6億5、385万円
（4．0％）

く十50．8〉

　　　災害債3億4，450万円
　　　（2．196）　〈△4．0〉

　　農林水産業債
　　10f意3，493万円

　　（6．2％）〈＋15．0＞

減税補てん債等
13f意3，491万円

（8．0％）＜＋18．6＞

総務債
15億4，427珊
（9．3％）〈△5．6〉

饗、細灘・環

その他23億9、818万円
　（1L4％）〈△4．7＞

普通建設機
　　事業費
52f意9，441万円

濃響1，

／人件費
33f意7，口5万円

　（16．0％）
＼〈＋o．8＞ズ

　　扶助費
　　16｛意4、416万円

　　　（1鞭1、＼

物件費
18｛意2，155万円

　（8．7％）

　く△1．3＞

公債費
　19f意5，I　l5万円

　　（9．3％）

　　〈十9。4＞

貸付金
24f意9，438万円

　（11．8％）

　〈十18．4＞

補助費等、
20億8，H9万円
　（9．9％）

　〈十3．1＞

　2づ一下の円グラフの歳出決算額を、平成

11年3月末住民基本台帳人口44，322人で割

った金額です。

総務費

48，222円

一
∵

＝＝，9亀

歳出総額
1人当たり475，073円

公債費

40，191円

衛生費

30，266円

農林水産業費

23，612円

土木費

127，183円

Φ

屠鐙1註民生費　のづ

峯麹当76’882円

教育費

53，428円

その他

24，687円

昆

曝
　
　
円
費
02臨

．
緯

財産の状況
　　　　　（ll．3．31現在）

土　　　　　　地 934万6，868．06m2

建　　　　　　物 19万2，270．92m2

有価証券 株　券 5億7，565万円

学校基金
土　地 7万5，352．74m2

立　木 2，347．00m3

土地開発基金
土　地 3億4，189万円

現　金 6，311万円

その他基金
（一般会計分） 現　金 11億2，654万円
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右表は一般会計と各特別会計

の平成11年度6月末の予算執行

状況です。

一般会計と特別会計の国民健

康保険・簡易水道・下水道事業・

老人保健・農業集落排水事業が

補正されて当初予算額よりも増

加または減少しています。

一般会計についてみると6月

末予算額196億5，056万円（前年

度対比1．2％減）に対して収入済

額55億7，752万円（収入率28．

4％）、支出済額47億7，130万円

（執行率24．3％）となっています。

　　　　　　　黙灘難羅灘一雛獺麟灘懸雛灘灘雛灘鎌籔灘獺懸 　　　　　‘
（単位：万円・％）

一

会　　計　　名 当初予算額 6月末予算額 収入済額 支出済額前年度

対　比

前年度

対　比

0…

0
＝一　般　会　計 193億5，100 十5．0 196億5，056 △1．2 55億7，752 47億7、130

特
別
会
計

国民健康保険 24億6，260 △2．1 24億5，690 △2．2 4億2，527 2億9，981 ▽

簡　易　水　道 6億9，240 △6．3 6億9，381 △7．8 1億2，451 3，401
の蓼…

下水道事業 23億4，780 十2．7 24億3，127 △1．4 4億7，995 1億0，400
・4

老　人　保　健 45億4，230 十3．3 46億0，596 十4．2 7億7，892 8億6，958
一

農業集落排水事業 4億7，510 十13．5 4億8，477 十16．1 2，133 1，073

計 105億2，020 十1．6 106億7，271 十1．0 18億2、998 13億1，813

合　　　　　計 298億7，120 十3．8 303億2，327 △0．4 74億0，750 60億8，943

　　　　　　　　黙灘難羅灘一雛灘欝灘灘懸雛灘灘雛灘鎌籔綴鎌鍵

右表は一般会計と各特別会計

の平成11年度6月末の予算執行

状況です。

一般会計と特別会計の国民健

康保険・簡易水道・下水道事業・

老人保健・農業集落排水事業が

補正されて当初予算額よりも増

加または減少しています。

一般会計についてみると6月

末予算額196億5，056万円（前年

度対比1．2％減）に対して収入済

額55億7，752万円（収入率28．

4％）、支出済額47億7，130万円

（執行率24．3％）となっています。

　　　　　その他22億2，721万円
　県支出金　　　　　（10曹4％）　〈＋1・9＞

　9f意9，716万円
　（5．1％）

　〈△25．7＞

市債　　　　　　　　　　　地方交付税
14億4，600万円　　　　　　　57億1’500万円

　　　　　　　　　（29．1％）　（7．4％）
　く△1L7＞　　幾灘『〈＋9・6〉

国庫支出金　　　　　翻羅億藝鑛難．
16f意4，625万円　　　　　　　　i懸総
（8．4％）く△14．4〉　　《1．跳灘1

　　　諸収入　　 市税　　　31億9’194万円　46億0，287万円
　　　　（16・2％）　　（23．4％）
　　　　〈十10．8〉　　　　　　　　　く△2．1〉

ン　ロ

（）内は構成比、
〈　＞内は前年度対比（％）

農林水産業費9億1，770万円（4．7％）〈△6．0＞

　　　　その他10億8，505万円
　　　　　（5．5％）　〈△2．1＞

衛生費
14億2，435万円　　　　　　土木費
（7．2％）〈＋3。2〉　　　　　　　　41f意6，726万円

　　　　　　　（2L2％）
　　　　　　　　〈△10．8〉
　公債費　　蹴爾
　騰惚円鋤鰯、鰯
　　　　　　簿爾　民生費
　　総務費　　叢1．蹴灘　　34億3，819万円
　19億7，718万円　　　　（17・5％）
　　（10．1％）　　　　　　〈＋5・2〉
　　〈十1．0＞

　　　　　　商工費
　　　　　　25｛意5，630万円
教育費21億7，423万円　（13・0％）
　（11．1％）〈△7．4＞　〈＋7・8〉

鐵税のi糠灘
獲総額灘鰯．鍵簾濾醗

　　　注：（）内は構成比、
　　　　く　＞内は前年度対比（％）

2研意　　　　14｛意

9，212万円　　2，202万円

（58．5％）　（30．9％）

〈十5．7〉　　　〈△15．4〉

2億

2，982万円 1億

（5．0％）

〈十5．5＞
5，977万円
　（3．5％） 9．914万円
〈十1．8＞ （2．1％）

〈△0．6＞

そ
の
他

計
画
税

都
　
市

た
ば
こ
税

市
町
村

市
民
税

資
産
税

固
　
定

　饗、叢嚢業載癒謙滉

普通建設事業の11年度一般会計の6月

末予算額29億9，420万円〈前年度対比29．2

％減＞に対して執行済額8億2，393万円、

執行率27．5％となっています。

　　　　　　　　　（単位：万円）

事業名
設
事
業

普
通
建

補助事業

単独事業

合　　計

6月末予算額

12億7，608

17億1，812

29イ意9，420

執行済額（率）

4イ意0，594（31．8％）

4有意1，799（24．3％）

8億2，393（27．5％）

注）人件費・事務費及びほかの地方公共団体

　が実施する事業に対する負担金は除く。

雛踊鰯鰯難

獲撚羅藩嚢灘

滋め閑羅灘綴醗歳

畿予算額を．平歳難

年6月家建幾墓本台

帳人臓毅，316人で割

った金額です。

　　　土木費
　　　94，035円

縣
／

⊂⊃商工費
　。　57，683円

　　　教育費
　　　49，062円

侭

総務費

44，615円

邑　　　公債費　　　43，105円

り
“
㌶

衛生費

32，141円

　　奪農林水産業費
簸蘇2・，7・9円

　　　その他
　　　24，486円

4



、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　アドコアコロ　　ア　　　　　　コロハ　　　　　ア

　十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町で運営する組合で、

広域企画振興、消防・救急業務、総合福祉センター御陣荘、と畜場、家畜指導

診療所の事業を行っています。注：（）内は構成比、〈＞内は前年度対比（単位：％）

m年度特別会計の決算（単位：万円．％）

　　￥￥1／￥＼‘！

召ooo麟
～

会計名
歳入額
（前簸斌）

歳出額
1前隼灘批） 差引額

総合福祉
センター

1，923
〈十15．0＞

1，894
〈十16．2＞ 29

と畜場事業 2，753
〈一＞

2，523
〈△4．4＞ 230

家畜指導
診　療　所

6，461
〈十6．4＞

5，095
〈十2．3＞

1，366

土地取得
事　　　業

5，673
〈一〉

5，645
〈一＞ 28

合　　　計
16，810

〈十60。1〉

15，157

〈十63．9＞
1，653

（単位：万円）

10年度一般会計の決算

組合債の状況

消防庁舎建設 4，397

消防施設整備 7，972

地域総合整備 4億3，810

公共馬地先行取得等 5，630

合　　　　　計 6億1，809

使用料及び手数料131万円（0・1％）〈＋4・0〉　公債費65B万円
　・付金50万円（0％）く一＞　　　　　　　　　（3．6％1〈＋6．3＞

　　財産収入4万円（0％）〈△7L4〉　　議会費1。9万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0．1％）〈△8．4〉
　　　　　　　　　総務費1，726万
　　　　　　　　　（0．9％）〈＋4．0＞

〆企画振興費
2億9，909万円
（16．6％）

＜十301．5＞　　　、

　　　　　　　　諸収入
　　　　繰越金　3，682万円
組合債　6，420万円（2．0％）
2，660万円（3・4％）〈＋72．4〉

（1．4％）く＋9・2＞　　＼
〈△51．1＞

県支出金
4，576万円
（2．4％）

〈十8．5〉

国庫支出金／　　　　　　　　　　　十日町市　　　　　　　　』齢猪朔朔口

31惣円　　　蘇6鰐648万円　　＜＋30L5＞・鍛當備
く△L4〉　　　　　　　　　　欝猿麟鯉塗　（32・7％）　　　　消防施設費　　捲猿趨壷聯◎・消堕費
松之山町　　　　　　　　　　　霧禰　　　〈＋2・3＞　　　　　1億5，512万円　　　灘i禰　　10億

　　　　　中里村1億3，449万円　　　　　　　　8，152万円
　　　　　（7．1％）＜＋3．6〉

10年度出動・利用状況
消防車等 救急車 御陣荘 と畜場 家畜指導

診療等
十日町市 　件

63
　件
917

　人
305
　　頭
4，968

　　件
6，396

川西町 20 214 19 6 11，560

津南町 26 294 12，002 4，664 17，905

中里村 16 122 338 0 612
松代町 12 226 393

松之山町 19 85 345

圏域外 5 9 276 0 0
含　　計 161 1，867 12，940 9，638 37，211

（単位：万円）
11年度一般・特別会計の6月末予算執行状況

会　　計　　名 当初予算額 6月末予算額 収入済額 支出済額

一　般　会　計 24億1，224 24億1，224 4億9，530 4億0，316

特
別
会
計

総合福祉センター 1，552 1，552 488 384

と畜場事業 1，924 1，924 676 409

家畜指導診療所 5，575 5，575 2，541 1，170

土地取得事業 111 111 28 13

計 9，162 9，162 3，733 1，976

合　　　　　計 25億0，386 25億0，386 5億3，263 4億2，292

組合債の状況
　　　　（単位二万円）
ごみ処理施設 22億7，549

し尿処理施設 3億0，875

合　　　　計 25億8，424

”年度一・般会計の

6月末予算執行状況
　　　　　　（単位：万円）

当　初　予　算　額 9億3，314

6月末予算額 9億5，711

収　　入　　済　　額 1億5，250

支　　出　　済　　額 1億3，291

　十日町市、川西町で運営する組合で、ごみ処理、し尿処理、火葬場の管理・

運営の事業を行っています。注：（）内は構成比、〈＞内は前年度対比（単位：％）

　10年度一般会計の決算
繰越金1、522万円（2．0％）〈△41，4＞

の他730万円
（1．0％）〈△2．9〉

し尿処理費3，102万円　そ
　（4．2％）　〈△7．2〉　＼　　　　1

　一般管理費
　　げ意9，03坊円
　　　（25．5％）

獺、睾〈△2・o〉

灘購
欝

1．藻

　じん芥処理費
　2f意0，581万円

　　（27．5％）

　〈十12．8＞　　　ノ

1，522万円　（2．0％）　〈△41，4＞

その他49万円
1（0．1％）＜＋226．7＞

糠・・鱗

繰越金
3，174万円

　　使用料及び
　　手数料＼
　　3，655万円
　　（4．7％）
　　　〈十1．1〉

川西町
8，288万円
（10．，6％〉

〈十8．4〉

騰羅　　1
　　　灘磯

　　嚢i繍．魏

十日町市
6億4，368万円　　　b9

疲欝．♂

　
　
　
　
咳

分
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写真甲子園

1
年
生
女
子
3
人
が
初
出
場
で
快
挙

　
7
月
2
7
日
㈹
～
8
月
1
日
㈲
ま
で
、
北
海
道
上
川
郡
東
川
町
を
中

心
に
第
6
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会
「
写
真
甲
子
園
9
9
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
東
部
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
初
出
場
し

た
十
日
町
総
合
高
等
学
校
写
真
部
（
田
邊
千
勝
顧
問
）
の
女
子
1
年

生
ト
リ
オ
、
南
雲
さ
や
か
さ
ん
（
1
6
歳
）
、
村
山
夏
樹
さ
ん
（
1
5
歳
）
、

山
本
由
夏
さ
ん
（
1
6
歳
）
が
全
国
選
抜
の
強
豪
校
を
抑
え
て
、
見
事

優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
県
出
場
校
と
し
て
は
初
の
快
挙
で
す
。

　
今
大
会
に
は
全
国
8
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
過
去
最
高
の
1
8
8
校
が
応
募
。

予
備
審
査
を
通
過
し
た
1
2
校
が
出
場

し
ま
し
た
。
3
日
間
、
各
校
3
人
で

ー
チ
ー
ム
を
組
み
、
東
川
・
美
瑛
・

上
富
良
野
の
大
雪
山
系
を
望
む
舞
台喜びの選手（左から南雲、村山、山本さん）

で
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
「
自
然
」

「
風
土
」
「
人
間
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

3
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
組
み
写
真
を
作

り
、
写
真
家
の
立
木
義
浩
氏
を
審
査

委
員
長
と
す
る
公
開
審
査
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
審
査
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
作
品
説
明
に
お
い
て
、
自
然

で
は
「
川
の
音
楽
i
ド
レ
ミ
の
音
ー

」
、
風
土
で
は
「
い
ろ
、
か
た
ち
」
、

最
後
の
人
間
で
は
「
色
と
り
ど
り
の

笑
顔
」
と
い
っ
た
作
品
名
を
紹
介
し
、

審
査
員
を
驚
嘆
さ
せ
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
1
年
生
ト
リ
オ
は
「
写

真
の
楽
し
さ
が
わ
か
っ
た
。
多
く
の

友
だ
ち
が
で
き
た
。
3
年
連
続
出
場

を
目
指
し
た
い
」
な
ど
喜
び
と
今
後

の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
顧
問
の
田
邊
先
生
は
「
偶
然
1
年

生
が
3
人
い
た
の
で
、
3
年
間
の
問

に
甲
子
園
と
い
う
練
習
の
つ
も
り
で

応
募
を
決
め
ま
し
た
。
一
眼
レ
フ
を

「色とりどりの笑顔」

　　　　（10枚組みの1枚）
「川の音楽一ドレミの音一」

　　　（7枚組みの1枚）

持
っ
て
間
も
な
い
3
人
に
白
黒
フ
イ

ル
ム
を
渡
し
、
き
も
の
ま
つ
り
を
撮

影
、
“
き
も
の
ま
つ
り
の
日
”
と
題
し

て
応
募
を
し
ま
し
た
。
予
選
を
通
過

し
、
ま
さ
か
の
本
戦
出
場
で
す
。
予

選
か
ら
ー
か
月
問
、
被
写
体
を
大
き

く
写
す
こ
と
を
練
習
さ
せ
ま
し
た
。

広
角
、
標
準
、
望
遠
レ
ン
ズ
の
3
種

類
で
ー
つ
の
被
写
体
を
撮
る
こ
と
を

チ
ー
ム
方
針
と
し
て
や
り
ま
し
た
。

3
日
間
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
」

と
3
人
の
が
ん
ば
り
を
た
た
え
て
い

ま
し
た
。
今
後
も
写
真
の
魅
力
を
生

徒
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

申条申学校北信越準優勝

みんなの力で、この地域から甲子園へ
　繊灘　　襲

　
8
月
5
日
㈱
～
6
日
働
、
新
井
市
と
妙
高
高
原
町
で

第
2
0
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
軟
式
野
球
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
北
信
越
5
県
か
ら

n
校
が
参
加
。
新
潟
県
は
開
催
県
と
い
う
こ
と
も
あ
り

巻
西
中
、
中
条
中
、
柏
崎
東
中
の
3
校
が
出
場
し
ま
し

た
。
県
大
会
準
優
勝
の
中
条
中
学
校
（
夏
井
徳
治
監
督
）

は
、
ほ
か
の
県
代
表
が
敗
退
す
る
な
か
、
順
調
に
勝
ち

進
み
、
決
勝
戦
で
は
昨
年
の
全
国
大
会
優
勝
校
、
石
川

星
陵
中
学
校
と
対
戦
。
打
倒
星
陵
に
燃
え
た
ナ
イ
ン
で

し
た
が
ー
1
4
と
惜
敗
し
、
県
勢
悲
願
の
全
国
大
会
初

出
場
は
な
ら
ず
、
涙
を
の
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
勢

の
準
優
勝
は
1
9
年
ぶ
り
2
回
目
で
あ
り
、
県
野
球
関
係

者
か
ら
は
称
賛
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ー
ス
で
主
将
の
阿
部
正
太
郎
選
手
は
「
県
大
会
制

覇
、
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

全
国
ま
で
あ
と
一
歩
で
敗
れ
ま
し
た
。
悔
し
い
で
す
。

後
輩
た
ち
か
ら
、
県
制
覇
と
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し

て
ほ
し
い
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
を
指
導
し
て
き
た
夏
井
先
生
は
「
雪
深
い
こ

の
地
域
に
あ
っ
て
、
全
国
レ
ベ
ル
と
対
等
に
戦
う
こ
と

を
常
に
意
識
を
し
、
厳
し
い
冬
の
季
節
に
も
耐
え
て
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
雪
の
ハ
ン
デ
ィ
を
言
い
訳
に

　
　
　
　
　
．
繋
繊
　
せ
ず
、
全
国
大
会
出
場
を
目

　
　
　
　
　
　
鰍
羅

、
灘
購

灘
　
　
醗

漁
難

激煽
灘

謡

織
　
翻

、
戴

　
標
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、

　
3
年
連
続
で
県
大
会
に
出

　
場
、
北
信
越
準
優
勝
に
つ
な

　
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

　
地
域
で
も
や
れ
ば
で
き
る
と

　
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
、
郡

　
市
内
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て

　
甲
子
園
出
場
校
が
出
る
よ
う

　
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

　
ま
す
。
こ
こ
ま
で
や
れ
た
の

　
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係

　
者
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
」

　
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

鰍
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　　　磁　　　蕪　　霧　灘
華　羅奪難

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
や
鵠
轡
暑
竣
工

　
J
A
十
日
町
が
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
、
昨
年
”
月
か
ら
建
設
を
進

め
て
い
た
待
望
の
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
び
こ
」
が
寿
町

に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
利
用
定
員
2
3
人
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
2
階
建
て
の
建
物
で
す
。
ま
た
、
在
宅
介
護
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
開

始
は
、
要
介
護
認
定
申
請
の
始
ま
る
1
0
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

蝋

　
8
月
1
2
日
㈲
に
は
、
市
内
外
か
ら

多
数
の
来
賓
や
関
係
者
を
集
め
て
、

盛
大
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
や

ま
び
こ
」
は
社
会
福
祉
法
人
や
ま
び

こ
が
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
総
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓

費
2
億
8
、
6
6
9
万
円
で
国
庫
と

十
日
町
市
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、

J
A
十
日
町
、
共
済
連
が
出
資
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
J
A
の
福
祉
法

人
は
初
で
あ
り
、
県
は
も
と
よ
り
全

国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
施
設
で
す
。

　
や
ま
び
こ
の
小
林
照
一
理
事
長
は

「
高
齢
化
社
会
に
伴
い
長
年
に
わ
た

り
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
高

齢
者
に
今
、
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と

が
使
命
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ご
家

族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
こ
の
施
設
を
使
っ
て
お
手
伝
い

を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
6
月
オ
ー
プ
ン
し
た
老
人

保
健
施
設
「
き
た
は
ら
」
と
合
わ
せ
、

12

年
4
月
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険

制
度
に
対
応
す
る
施
設
が
ま
た
一
つ

増
え
ま
し
た
。
関
係
者
か
ら
は
、
「
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
て
、
こ
の
施
設
が
こ
の
地
域

の
核
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
温

小林雅幸選手
世界選手権大会出場決定

一一八一一フマラソンで10月イタリアヘー

　7月18日（日）開催の札幌国際ハーフマラソンで、三井海上の

小林雅幸選手（城之古出身）が1時間3分39秒の記録で10位

に入りました。日本選手では5位の記録で、10月3日にイタ

リア・バレモアで開かれる第8回世界ハーフマラソン選手権

大会の日本代表に決定しました。

　小林選手は早稲田大学から三井海上入りしてマラソンに転

向、大きな期待が寄せられていました。しかし、足の故障な

どで苦しみ、成績が振るいませんでした。今年の6月、全日

本実業団では1万メートルに出場し28分37秒24で優勝。復活

の兆しをみせていました。今回の派遣5人の中に選ばれ、久

しぶりの小林健在をアピール。三井海上男子陸上部、新宅監

督は「経験を積むうえでいい機会である。ハーフマラソンは

世界との差が大きいと思う。その差を肌で感じて、マラソン

につなげてほしい」と話をしています。

激励壮行会

　
　
ら

　
　
か

　
　
分

出
3
0
日
時

11

11
月
前
旧
午

＠：＋日肺陸上競技場

竣工を祝いテープカットする関係者

か
い
笑
顔
が
見
ら
れ
る
施
設
で
あ
っ

て
欲
し
い
」
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
”
社
会
福
祉
法
人
や
ま
び

　
こ
（
費
5
0
1
1
5
1
5
）
へ
。

要
介
護
認
定
の
申
請
が

　
　
　
　
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
要
介
護
認
定
の
申
請

受
付
が
、
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

●
申
請
が
必
要
な
人

．
現
在
、
市
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
訪

問
看
護
、
施
設
等
を
利
用
し
て
い

　
て
、
4
月
以
降
も
引
き
続
き
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人

．
日
常
生
活
に
介
護
や
支
援
が
必
要

な
状
態
で
、
4
月
以
降
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
人

●
申
請
の
窓
ロ

　
ー
0
月
1
日
か
ら
随
時
、
市
役
所
介

護
保
険
係
窓
口
で
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
市
役
所
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
市
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

　
認
定
審
査
事
務
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
、
9
月
2
0
日
か
ら
各
公
民
館

な
ど
で
、
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
（
詳
細
は
個
人
通
知
し
ま
す
）

■
問
合
せ
”
介
護
保
険
室
介
護
保
険

　
係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
）
へ
。
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情報満載／楽しさいっぱい！
　　　　下水道促進キャンペーン

　十日町市では、下水道への関心を高めてもらう

ために、近年盛んに下水道工事が行われている大

井田地区内でキャンペーンを実施します。

　当日は、下水道のつなぎ込みや水洗化の際に役

立つ、多数の資料と情報をそろえて皆さんのご来

場をお待ちしています。

◇日時＝9月10日働午後4時～6時

◇場所＝大井田コミュニティーセンター

◇内容＝下水道ビデオ上映、下水道何でも相談コ

　　　ーナー、水洗トイレの展示、輪投げ、射的

　　　ゲームなど

大井田処理分区の一部で
下水道が使えるようになりました

　9年度から工事を進めてきた大井田処理分区の

うち、本管工事が終了し公共ますが設置されてい

る五軒新田、四日町中原、四日町第一、四日町第

二の一部のお宅では、公共下水道事業供用開始の

告示前ですが、下水道を使えるようになりました。

また、大井田処理分区の下水道法に基づく供用開

始の告示とそれに伴う説明会は、12年3月末に行

う予定です。宅内工事や本管工事の関係で、ご不

明な点等がありましたら下水道課にお問い合わせ

ください。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
・
受
験
講
習
会

　
排
水
設
備
工
事
は
新
潟
県
で
行
う
認
定
試
験
に
合
格

し
、
登
録
さ
れ
た
責
任
技
術
者
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
1
1
月
2
1
日
㈲
に
認
定
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
試
験
に
向
け
た
受
験
講
習
会

が
1
0
月
、
1
1
月
に
県
内
4
か
所
で
各
1
日
ず
つ
実
施
さ

れ
ま
す
。
受
験
・
受
講
希
望
者
は
下
水
道
課
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
（
申
込
用
紙
を
配
置
し
て
あ
り
ま
す
）
。

◆
受
験
資
格

　
次
の
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
2
0
歳
以
上
の
人

　
①
土
木
や
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を
卒
業
し
た
人

　
②
高
校
以
上
を
卒
業
し
、
実
務
経
験
1
年
以
上
の
人

　
③
実
務
経
験
2
年
以
上
の
人

◆
申
込
受
付
期
間
…
9
月
6
日
㈲
～
1
7
日
働

平成11年7月31日現在〈水洗化普及率〉

対象棟数
　（戸）

接続棟数
（戸）

普及率
（％）

中央第一処理分区 2，573 2，490 96．8

中央第二処理分区 1，712 1，567 91．5

川治処理分区 1，183 929 78．5

新座大井田処理分区 729 276 37．9

公共下水道合計 6，197 5，262 84．9

吉田農業集落排水 386 347 89．9

鐙島農業集落排水 262 95 36．3

農業集落排水計 648 442 68．2

特定環境下水道 610 311 51．0

全　　　体　　　計 7，455 6，015 80．7

ロ問脊せ下氷道課（西蒙町3
　　　　下水処理セン露一内鍛52郭4剰）へ、

　
9
月
は
防
災
月
問
で
す
。
天
災
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
地
震
は
人
の
力
で
防
ぐ

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
家
族
や
地
域
ぐ
る
み

で
の
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
、
発
生
時
の
的
確
な
行
動
が
、

被
害
を
防
ぐ
最
大
の
防
ぎ
ょ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
あ
な
た

の
家
や
町
の
防
災
体
制
は
万
全
で
す
か
？
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
も
う
一
度
、
身
の
ま
わ
り
を
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
地
震
！
そ
の
時
の
行
動

　
と
っ
さ
に
身
の
安
全
を
守
蕎
。
糊
撫
を
瀦
藩
欝
臨
蓼
声
を

出
し
、
次
の
行
動
準
備
懇
難
暴
．
遷
丙
矯
縷
弐
盤
家
異
類

な
ど
が
ら
離
れ
、
テ
i
議
〃
の
下
な
ε
滋
渡
蓄
．
－
廃
外
で

は
塀
や
慰
ル
の
そ
ぽ
が
慈
離
れ
る
沿
－
※
家
族
で
ー
そ
の
蒔
」

の
行
動
を
話
し
合
つ
慧
羅
藩
嚢
慧
よ
う
。
地
域
の
防
災
訓

練
や
救
護
駿
訓
練
に
…
積
極
葡
に
参
加
毒
鯨
輩
輩
騒
。
．
』

●
一
番
恐
ろ
し
騨
の
甜
駅
毒
欝
瓢
攣
…
叢

火
を
導
義
救
嚢
懸
優
先
磯
懸
織
璽
鱗

呂
、
蓑
蔓
な
ど
の
嚢
歪
都
鞘
懸
驚
嫌
驚
熱

器
具
の
ぎ
フ
ダ
罐
部
擦
③
出
肇
矯
薦
越
兀

す
べ
て
を
点
検
④
ガ
ス
漏
轟
を
嘉
叢
⑤
轟
領
を
溌
叢
裾
だ

ら
大
声
で
鰯
溌
壌
諭
囎
綴
譲
鶯
舗

●
け
が
を
し
な
糖
．
だ
め
、
髭

万
あ
饗
馨
、
屋
内
で
膿
を
じ
な
…
魂
簗
『

安
全
対
策
を
行
い
ま
し
よ
強
。
鋳
え
ば
、
①
家
無
撰
鐡
転

倒
防
止
．
』
（
特
に
寝
室
で
ば
硬
側
に
家
異
竈
盤
が
懸
犠
簸
…
②

ガ
ラ
瀦
覆
朧
努
凄
藩
礪
欝
瑠
鑑
ど

上
方
董
鞍
や
鋭
禦
璽
溜
な
藩
雀
騰
騰

●
非
常
持
出
品
の
擁
惹

　
非
常
持
趨
出
し
晶
は
、
弓
慧
鋤
ク
な
ゼ
に
家
族
麟
購
め

い
蒲
意
鍵
覆
為
露
は
水
（
ペ
ッ
諜
叢
葉
．

食
料
（
壌
義
3
糞
分
欝
懐
申
電
癒
欝
雛
難
欝
紳
医
薬
品
・

着
替
え
・
タ
オ
ル
な
ど
で
す
。
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平成11年度と∂訪畠家1勾市民大学

9月28日（火》午後7時～9時

護講　義聾　誰日町に生該総欝類癒①
　　「独学体験からの発想の転換《仮題麺

講師：儀同保規西驚鵡身《講条小掌校雀籍）、
　　　　　　　　東京翻整盤、嘉護畿

テ　マ

診だ’乙∠・ぢ04㌧oぐ6ム諾ぢ2老26

回

10月8日㈹午後7時～9時

【講義】　十臼町に生まれ育って②
　　「越後十日町語会議講座錘

講師：根津桃郎　十日町甫畿身、束蒙都在住、詩人
回

10月28日㈹午後7時～9時

【パネルディスカッシ翁ン】

転勤者・転入者から見える、ひととまiち
　　「あんなこと、こんなこと様々あ鰻ます十日町」

パネラー：芹川智一　東京都よの為永へ家族で転入、

　　　　　　　　　　音楽家
　　　　　谷本正明　㈱フジ建ック新潟勤務、常務取締役

　　　　　本闘シヅ　捌治小掌校勤務、教頭

ヨーディネーター：

　　　　　田村達夫　十日町市公罠館運営審議会会長

　地域がもっている知恵や力によって、まちの魅力や

くらしに大きな差が生まれてきます。

　「住みたいまち、住み継ぎたくなるまち、十日町は
　　　　　　　　　　　　　　
いいまちだ」と誇れるまちにするためには、どのよう

に考え、行動したらよいのでしょうか。

　十日町にかかわりを持ち、行き来し、十日町に縁の

深い皆さんを講師にお迎えし、「とおかまち市民大学』

を開講します。お出かけください。

回

11月18日㈱午後7時～9時
　　　　　　　　　　　　　　み【講　義】　十日町に通恥続けて診える、ひととまち

　　「学びを通してのひと・まちづく”（仮題）」

講諦：後藤総一郎　明治大学教授

　明治大学公開講座を十臼町市で開催（平成3年～5年〉。

　7年からは妻有学舎（市鶏グループの勉強会）の主宰講
　嶽爾として年間10回ほど墾田町市で講義。

※各講座とも、講師と参加者みなさんとの意見交換の時間があります。

■主　　催　十日町市教育委員会

■講座日程期日／9月28日㈹・10月8日働

　　　　　　10月28日休）・11月18日㈲計4回

　　　　時問／各回とも午後7時～9時
■会　　場　十日町市公民館　第3研修室

■対象者　原則4回の講座に参加できる人

■定　　員　50人（先着順）

■申込方法　9月20日（月）までに受講申込書を十日町市

公民館（本館または各地区館）へ提出してください。

受講無料です。申込書は、十日町市公民館（本館、

各地区館）にあります。

■問合先　十日町市公民館

　　　　〒948－0022十日町市学校町1

　　　　TEL57－5011FAX57－5010

飯
山
線
踏
切
の
交
通
止
と
バ
ス
振
替
輸
送

　
飯
山
線
踏
切
工
事
に
伴
い
、
次
の
踏
切
が
通
行
止
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
工

事
期
間
中
は
飯
山
線
を
運
休
す
る
た
め
、
バ
ス
に
よ
る
振
替
輸
送
を
行
い
ま
す
。

踏
切
通
行
止
日
程

◇
9
月
9
日
㈱
－
．
尾
崎
五
軒
新
田
線
（
尾
崎
）
県
道
山
ノ
相
川
下
条
停
車
場
線

　
　
　
　
　
　
　
（
為
永
）
貝
ノ
川
3
号
線
（
貝
ノ
川
）

◇
9
月
1
0
日
働
…
水
口
3
号
線
（
水
口
）
原
反
り
目
線
（
下
条
2
丁
目
）

◇
9
月
1
1
日
ω
．
．
．
中
条
旭
町
上
町
線
（
旭
町
）
中
町
線
（
中
町
）
下
町
背
戸
線

　
　
　
　
　
　
　
（
下
町
）
、
矢
放
線
（
中
条
島
）

◇
9
月
1
4
日
㈹
…
上
新
田
線
（
下
条
1
丁
目
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
ま
で
。

バ
ス
に
よ
る
振
替
輸
送
日
程

◇
期
間
”
9
月
8
日
㈱
～
1
4
日
㈹
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

◇
区
問
“
十
日
町
駅
～
越
後
川
口
駅
間
（
各
駅
付
近
に
停
車
し
ま
す
）

■
問
合
せ
H
J
R
東
日
本
十
日
町
保
線
管
理
室
（
盈
52
1
3
9
6
0
）
へ
。

国
民
年
金
の
現
況
届
は
す
み
や
か
に

　
国
民
年
金
の
現
況
届
は
、
受
給
者
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
届
で
す
。
1
年
以
上
継
続
し
て
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
に
、
年
1
回
、
誕
生
月
の
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
届
い
た
現
況
届

は
は
が
き
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
っ
て
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
す
る
と
、
年
金
の
支
払
い

が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
誕
生
月
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
利
用
く
だ
さ
い
国
民
年
金
の
前
納
制
度

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
事
前
に
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
前
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。
前
納
制
度
を
使
う
と
、
納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が

な
く
、
保
険
料
の
割
引
も
あ
っ
て
大
変
便
利
で
す
。
現
在
、
1
0
月
～
来
年
3
月

ま
で
の
6
か
月
分
の
前
納
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
電
話
申
込

み
も
で
き
ま
す
の
で
、
9
月
3
0
日
㈱
ま
で
に
国
民
年
金
係
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
■
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

8
0
0
円

2
0
0
円

9
2
0
円
　
　
8
8
0
円

2
9
0
円
　
　
9
1
0
円
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　　「進めていますリサイクル」

　近年リサイクルの大切さがいわれてい

ます。しかし、リサイクルで一番大切な

ことは実践です。市内でリサイクルを実

践されている皆さんの声をお届けします。

名
も
知
ら
ぬ
人
の
善
意
に
感
謝

　　　　　　鎗繋i

宮入正吉さん
（昭和町1・宮幸酒店）

台
所
か
ら
地
球
を
い
や
す小林香代江さん

　　（寿町3）

　　　　　　羅　　　　甥　　　暴

講まちの

　　　　　　「夏の想い出」

　猛暑も峠を越し、過ごしやすい季節になりま

した。山や海での楽しいイベントやスポーツ大

会など、この夏あなたの心に残った出来事をお

聞かせください。真っ黒に日焼けした子供たち

の声もお待ちしています。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　9目10日働までに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213・214）

　
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
6
年
前
か
ら
で
す
。
仕

事
柄
ビ
ン
や
缶
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
空
き
缶
も
捨
て
て
し
ま
え
ば
ゴ
・
・
＼

回
収
す
れ
ば
大
切
な
資
源
に
な
り
ま
す
。
毎
年
回
収
し
た
空
き
缶
の
お
金

で
車
イ
ス
を
購
入
し
、
市
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
こ
の
町
に
役

立
て
る
こ
と
を
探
し
て
い
た
の
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
記
事
を
新
聞
で

目
に
し
た
こ
と
が
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。
活
動
を
初
め
て
3
年
目
く
ら

い
か
ら
は
、
遠
く
は
津
南
町
あ
た
り
か
ら
も
、
名
前
も
知
ら
な
い
お
客
さ

ん
が
空
き
缶
を
持
っ
て
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
気
な
い
つ

き
合
い
の
中
で
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
環
境
を
守
り
、
多
く
の
心
あ

る
人
々
と
触
れ
合
え
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
年
前
、
河
川
の
汚
染
源
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
米
の
と
ぎ
汁
が
ち
ょ

つ
と
手
を
加
え
る
だ
け
で
環
境
浄
化
資
材
に
変
身
す
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
米
の
と
ぎ
汁
に
E
M
（
有
効
微
生
物
群
）
と
糖
み
つ
を
入
れ
、
4
～
5

日
間
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
容
器
で
発
酵
さ
せ
る
と
E
M
活
性
液
と
な
り
、

浴
用
剤
や
洗
剤
、
肥
料
な
ど
に
活
用
が
で
き
ま
す
。
排
水
口
に
流
せ
ば
排

水
管
を
洗
浄
し
、
河
川
の
浄
化
に
役
立
つ
優
れ
も
の
で
す
。
「
地
球
を
救
う

の
は
私
た
ち
の
台
所
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
国
で
活
用
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
E
M
を
通
じ
て
人
々
の
環
境
へ
の
意
識
が
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
台
所
か
ら
流
れ
る
排
水
を
浄
化
し
て
く
れ
る
、
こ
の
E

M
活
性
液
を
活
用
す
る
人
が
多
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

⑳　　いちばんいいて

茨城県稲敷郡阿見町阿見4303－19（田川町2出身・51歳）池田和久さん

　
郷
里
を
後
に
し
て
3
3
年
。
す
っ
か
り
関
東
の

水
に
慣
れ
ま
し
た
。
茨
城
に
住
ん
で
2
3
年
、
両

親
が
大
宮
市
へ
移
り
住
ん
で
1
3
年
で
す
。
3
人

の
子
ど
も
か
ら
は
「
ど
う
し
て
家
だ
け
本
籍
が

十
日
町
な
の
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
は

移
し
て
い
る
の
に
」
と
抗
議
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
幼
い
こ
ろ
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
風
景
は
消
え

る
こ
と
な
く
、
「
十
日
町
も
こ
う
だ
っ
た
っ
け
な

あ
…
」
と
い
う
、
郷
愁
の
念
に
駆
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
田
植
え
の
終
わ
っ
た
田
ん

ぼ
の
わ
き
道
を
、
カ
エ
ル
の
大
合
唱
を
聞
き
な

が
ら
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
と
き
や
1
枚
の
水

墨
風
景
画
を
見
る
と
、
吹
雪
の
中
で
風
を
避
け

後
ろ
向
き
に
歩
い
た
小
学
校
の
登
下
校
の
こ
と

な
ど
、
折
に
触
れ
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
「
も
し
も
し
、
あ
の
ソ
ー
…
」
「
ナ
シ
タ
ト
イ
、

久
し
ぶ
り
だ
ネ
ェ
カ
ノ
」
と
い
う
電
話
の
や
り

と
り
で
、
気
の
合
う
十
中
関
東
同
期
会
の
1
0
人

ほ
ど
の
仲
間
と
一
杯
や
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
飲
め
る
人
も
飲
め
な
い
人
も
話
に

花
を
咲
か
せ
、
帰
り
は
終
電
近
く
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
の
同
級
会
は
十
日
町
か
ら
上
京
し
出
席

し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
す
。
毎
回
、
菅
沼
幸
次
君
と
根
津
基
実
子
さ

ん
の
お
骨
折
り
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
十
高
の
同
級

会
も
ソ
ロ
ソ
ロ
か
な
。
素
敵
な
仲
間
に
恵
ま
れ

て
、
会
っ
て
、
話
し
て
最
後
は
「
何
テ
ッ
タ
ッ

テ
、
十
日
町
が
イ
ッ
チ
ャ
ン
、
い
い
コ
ッ
ツ
ォ

ー
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
日
町
へ
思

い
を
は
せ
る
昨
今
で
す
。
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有
機
堆
肥
で
高
付
加
価
値
化
を
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秀

　
　
田
列

　
　
　
　
痢

　
　
池
棚

　
　
　
　
（

ゴ
ミ
減
量
化
は
食
卓
か
ら

、
驚
、
、
爆
．
甑
瑚
噸
窺
灘

樋口敏夫さん
　（田中町本通り）

　
基
盤
整
備
を
契
機
に
農
業
法
人
を
設
立
し
、
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ

っ
て
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
と
え
の
き
茸
生
産
施
設
を
建
設
し
て
、
水
稲
と
え

の
き
茸
生
産
と
い
う
通
年
営
農
・
複
合
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
え
の
き
茸
の
生
産
で
は
、
当
初
か
ら
そ
の
廃
菌
床
の
処
理
と
い
う
難
問

を
抱
え
ま
し
た
。
量
が
多
く
、
臭
い
が
強
い
た
め
、
ひ
と
つ
扱
い
方
を
ま

ち
が
う
と
周
辺
住
民
か
ら
苦
情
が
く
る
状
況
で
本
当
に
困
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
中
で
、
関
係
者
の
指
導
を
受
け
3
年
間
実
証
圃
で
研
究
を
続
け

ま
し
た
。
一
面
扱
い
に
困
る
こ
の
厄
介
者
が
半
面
有
機
堆
肥
の
最
高
の
原

材
料
だ
っ
た
の
で
す
。
年
内
に
同
業
者
と
屋
根
付
堆
肥
盤
を
設
置
す
る
計

画
で
あ
り
、
減
農
薬
有
機
栽
培
米
と
い
う
方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
水
道
設
備
の
会
社
を
4
5
年
間
務
め
、
そ
の
後
は
飲
食
店
の
排
水
設
備
に

関
す
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
か
ら
ゴ
ミ
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
退
職
後
の
自
家
菜
園
で
も
、
今
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
生

か
せ
な
い
も
の
か
と
思
案
し
た
末
、
台
所
の
生
ご
み
と
E
M
（
有
効
微
生

物
群
）
を
利
用
し
た
野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
春
の
開
始
以
来
、

化
学
肥
料
や
農
薬
を
一
切
使
う
こ
と
な
く
、
新
鮮
な
野
菜
が
我
が
家
の
食

卓
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
生
ゴ
ミ
を
E
M
を
用
い
て
土
壌
還
元
す
る
こ
と
で
、

我
が
家
か
ら
出
る
ゴ
ミ
も
、
従
来
に
比
べ
て
半
分
に
減
り
ま
し
た
。
身
の

ま
わ
り
に
は
ゴ
、
・
、
減
量
化
や
再
利
用
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
そ
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

者
”
者
・
劣
壬
ヴ
ー
4
⑬

大欝灘謂藁繍蕪翻臆麗
手伝いをしています。仕事を通して自分の生

まれた町についていろいろ勉強になることが

多いですね。

，ワちらに帰ってきてみて、十日町には外の

』人が入って来るきっかけが少ないような

気がします。現在の観光資源プラス国宝の火

焔型土器などによって、もっと活気がでると

いいなと思っています。

し膿薦翻犠臓蓼訟i
ます。趣味はスノーボード。学生の時から始

めて3年になります。

将鷲享甥ジε糊譜董1，葦

クの免許をとることです。免許がとれたら、

北海道に旅行をしてみたいですね。

※友達をとても大切にしている風間さんの紹介で、次

　回は久保田常夫さんにバトンタッチ。

　　〆　のゆ　やデ　　　ドロ

、ン’参㌻ノ〆

’　／■
　　ノゆ
診！　一伊パ磯宴

＼ご19㊧

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
智
0
3
，
3
5
4
6
、
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

文
京
区
に

　
妻
有
の
歌
声

　
　
　
　
な
り
ひ
び
く

　
「
高
い
山
か
ら
ね
え
～
高
い
山

か
ら
谷
底
み
れ
ば
あ
～
…
」
と
大

合
唱
が
、
文
京
区
の
千
石
会
館
で

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
7
月
1
8
日
㈹
、
正
午
に
開
会
さ

れ
た
東
京
水
沢
会
総
会
の
延
々
3

時
間
半
に
わ
た
っ
て
賑
や
か
に
続

い
た
大
団
円
近
く
の
こ
と
で
す
。

こ
の
会
は
新
年
会
と
総
会
と
年
2

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
席
者

が
い
つ
も
よ
り
多
く
、
約
6
0
人
の

皆
さ
ん
が
、
同
郷
の
縁
で
故
郷
を

懐
か
し
み
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
入

会
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
広
田
京

二
様
（
電
話
0
3
i
3
8
7
1
1
3

7
0
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
7
月
2
3
日
働
、
東
京
十
日
町
会

ぺ
ん
く
ら
ぶ
（
滝
沢
政
治
会
長
）

第
2
回
例
会
が
東
京
事
務
所
を
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は

十
日
町
弁
を
通
し
て
会
員
相
互
の

親
睦
を
は
か
っ
た
り
、
大
好
き
十

日
町
会
機
関
誌
「
な
じ
よ
だ
ね
」

な
ど
故
郷
の
各
紙
に
投
稿
し
た
り

し
て
故
郷
十
日
町
と
の
接
点
に
し

て
い
ま
す
。
去
る
2
月
2
2
日
に
結

成
さ
れ
て
か
ら
会
員
も
除
々
に
増

え
、
現
在
で
は
31
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
第
2
回
例
会
に
は
、
故
郷
か
ら

大
好
き
十
日
町
会
役
員
な
ど
4
人

を
含
め
、
出
席
者
は
2
1
人
に
も
な

り
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
の
利
き
が

悪
く
な
る
ほ
ど
の
熱
心
な
例
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
8
月
1
9
日
㈱
に
青
木
葛

飾
区
長
が
来
市
さ
れ
、
十
日
町
市

と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
を
締
結
さ
れ
る
予
定
で
す
。
両

自
治
体
の
正
式
な
交
流
関
係
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
葛
飾
区

と
の
こ
ど
も
会
の
交
流
や
物
産
交

流
な
ど
民
間
交
流
に
努
め
て
こ
ら

れ
た
多
く
の
市
民
や
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
畠
月
2
4
日
㈹
に
は
東
京

十
日
町
会
の
中
に
、
企
業
を
経
営

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
会
が
結
成

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
好

き
十
日
町
会
の
皆
さ
ん
の
地
道
な

活
動
が
実
を
結
び
、
首
都
圏
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
会
を
結
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

77　平成11年8月25日号

卜

寧
モ

　l

糧
i
i
i

奮

Ii

l



l
「

l
　
「

；

曇
l
l
l
㌧
　
1
セ

1
l
l
I

相談コーナー

①定例行政相談　　9月10日働

②交通事故相談　　9月13日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　9月9日㈱　高野毅弁護士
　9月24日働　高橋信行弁護士

　午後1時30分～午後4時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

テレホ：ンサーじス
圃十日町市観光情報

　　　　　　　57ロ0500
雷くらしのダイヤル

　　　025－285－7000
9／6～9／13生涯生活設計と家計管理

9／13～9／20老後の生活資金はどう準

　　　　備する？

9／20～9／27消費生活相談事例

　　　　～S　F商法のトラブル～

9／27～10／4生命保険を見直すときの

　　　　チェックポイント

台
け
ま
せ
ん
か

美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー

　
野
外
彫
刻
が
立
ち
並
ぶ
美
ケ
原
美
術
館

を
訪
れ
ま
す
。
繕
主
催
H
十
日
町
市
芸
術

協
会
繊
日
時
H
1
0
月
3
日
㈲
午
前
6
時
4
0

分
公
民
館
本
館
前
集
合
（
日
帰
り
、
午
後

6
時
5
0
分
帰
着
予
定
）
繕
行
き
先
H
美
ケ

原
美
術
館
、
白
樺
湖
（
長
野
県
）
灘
参
加

費
H
1
万
円
（
昼
食
代
・
入
場
料
含
む
、

当
日
徴
収
）
繕
定
員
H
3
5
人
（
先
着
順
）

縦
申
込
み
H
電
話
で
信
栄
観
光
（
昭
和
町

1
費
52
－
7
0
8
8
）
へ
。

赤
倉
神
楽

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
赤
倉
神
楽

を
公
演
し
ま
す
。
懲
日
時
日
9
月
4
日
ω

午
後
8
時
～
深
夜
獲
場
所
H
赤
倉
十
二
社

境
内
雛
入
場
料
H
無
料
徽
問
合
せ
ほ
赤
倉

小
学
校
（
費
5
7
1
5
7
0
5
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
雛
日
時
H
9
月
2
日
㈱
・
1
6

日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
縫
場
所

H
青
少
年
ホ
ー
ム
繊
問
合
せ
U
健
康
福
祉

課
児
童
家
庭
係
へ
。

9
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
雛
日
時
1
1
9
月
7

日
㈹
・
1
4
日
㈹
・
21
日
㈹
・
2
5
日
出
・
2
8

日
㈹
午
前
1
0
時
～
n
時
（
2
5
日
の
み
正
午

ま
で
）
饗
場
所
”
市
民
体
育
館
饗
申
込

み
・
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
智
57
－
5

0
1
1
）
へ
。
※
2
5
日
は
「
秋
の
運
動
会
」

を
行
い
ま
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
カ
ー
ニ
バ
ル

　
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
県
内
か
ら
5
百
人

が
集
合
し
ま
す
。
繊
日
時
H
9
月
1
2
日
㈲

正
午
～
（
午
前
n
時
3
0
分
～
受
付
）
繕
場
所

”
総
合
体
育
館
雛
参
加
費
H
前
売
千
円
、

当
日
千
2
百
円
霧
定
員
H
5
百
人
雛
講
師

“
久
保
田
吉
浩
先
生
（
ザ
バ
ス
チ
ー
フ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
村
山
真
理
先
生
繕
そ

の
他
H
当
日
は
託
児
コ
ー
ナ
ー
（
要
予
約

有
料
）
を
設
置
磁
申
込
み
日
エ
リ
ア
ド
ゥ

21

（
費
52
1
5
2
0
1
）
ま
た
は
総
合
体

育
館
（
費
52
1
4
3
7
7
）
へ
。
※
要
予
約

皇
居
勤
労
奉
仕
団

雛
日
程
“
1
2
年
7
月
上
旬
（
5
日
問
）
籔

定
員
日
5
0
人
（
1
5
歳
～
7
0
歳
）
先
着
順
饗

費
用
H
7
万
5
千
円
程
度
簗
申
込
み
H
9

月
30
日
㈲
ま
で
に
小
林
由
直
（
智
5
7
1
5

3
9
2
）
ま
た
は
近
藤
哲
雄
（
盈
5
5
i
2

4
5
3
）
へ
。

9
月
の
え
ぷ
ろ
ん
ク
ツ
キ
ン
グ

　
初
参
加
大
歓
迎
！
「
秋
の
和
風
料
理
」

吹
き
寄
せ
ご
は
ん
、
つ
み
れ
汁
ほ
か
を
作

葱

　　辮
覇鯵

鞭
ほ
く
ほ
く
線
⑳

旨
9
月
の

』
．
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
j
m
湯
沢
〉
▼
9
月
2
6
日
㈲
▼
岩
原
ス

キ
ー
場
特
設
コ
ー
ス
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
1
0
分
▼
1
2
㎞
、
5
㎞

（
各
男
女
、
部
門
別
）
チ
ー
ム
対
抗
戦
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
部
（
男
女

ペ
ア
）
▼
大
会
事
務
局
（
智
03
1
3
7
1
4
－
1
3
1
1
）

〈
伍
社
宮
大
祭
〉
▼
9
月
1
日
㈱
▼
塩
沢
町
大
字
関
▼
石
打
駅
か
ら
徒
歩

3
分
▼
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
宿
場
角
力
」
か
ら
発
展
し
、
地
方
力
士
と

大
学
相
撲
部
に
よ
る
奉
納
角
力
は
圧
巻
で
す
。
▼
塩
沢
町
商
工
観
光
課
（
盈

0
2
5
7
－
82
－
0
2
5
4
）

〈
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
〉
▼
9
月
2
5
日
㈹
・
2
6
日
㈲
▼
上
越
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
▼
直
江
津
駅
か
ら
バ
ス
ー
5
分
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
下
車
）
▼
プ

ロ
に
作
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
手
作
り
を
楽
し
む
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ま
ぼ
こ
作
り
や
藍
染
め
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。
参
加
費
・

時
間
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
▼
上
越
観
光
物

産
セ
ン
タ
ー
（
盈
0
2
5
5
－
4
5
1
1
1
1
1
）

〈
東
日
本
B
M
X
選
手
権
ス
ー
パ
ー

シ
リ
ー
ズ
最
終
戦
〉
▼
9
月
2
6
日
㈲

▼
金
谷
山
B
M
X
コ
ー
ス
▼
高
田
駅

か
ら
バ
ス
ー
0
分
（
金
谷
山
入
口
下
車
）

徒
歩
1
0
分
▼
金
谷
山
B
M
X
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
る
東
日
本
B
M
X
選
手
権

ス
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
戦
。
国

内
ト
ッ
プ
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
の
迫
力
あ

る
レ
ー
ス
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
▼
上
越
市
観
光
物
産
課
（
智

0
2
5
5
－
2
6
1
5
1
1
1
）
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り
ま
す
。
綴
日
時
”
9
月
1
6
日
㈱
午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
後
1
時
灘
場
所
H
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所
霧
参
加
費
“
5
百
円
雛

定
員
H
1
8
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

雛
申
込
み
n
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
費
52
f
3
1
7
0
）
へ
。
※
エ
プ
ロ
ン

持
参
の
こ
と
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

⑫
物
件
”
①
田
川
市
営
住
宅
1
戸
②
新
座

県
営
住
宅
1
戸
⑫
間
取
り
”
①
6
畳
×

2
、
5
畳
×
1
、
D
K
②
6
畳
×
1
、
4
・
5

畳
×
1
、
台
所
籔
家
賃
”
①
1
6
、
0
0
0

円
～
3
5
、
1
0
0
円
②
8
、
1
0
0
円

～
1
7
、
7
0
0
円
⑫
申
込
み
0
9
月
1
0

日
㈹
ま
で
に
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
※

収
入
限
度
額
等
申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◆
第
2
回
織
人
染
人
展
作
品
募
集

　
伝
統
を
受
け
継
ぐ
き
も
の
や
、
多
様
化

し
た
現
代
へ
の
即
応
を
め
ざ
す
き
も
の
を

募
集
し
ま
す
。
②
会
期
”
H
月
27
日
出
～

30
日
㈹
（
予
定
）
⑫
場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
⑫

作
品
種
別
”
絹
、
麻
、
木
綿
そ
の
他
天
然

繊
維
を
素
材
に
し
た
、
振
袖
・
訪
問
着
・

留
袖
・
着
尺
・
羽
織
・
羽
尺
・
コ
ー
ト
・

帯
地
●
申
込
み
”
1
0
月
31
日
㈲
ま
で
に
展

覧
会
事
務
局
（
〒
9
4
8
1
0
0
6
7
千

歳
町
1
－
1
i
8
野
村
重
義
）
に
申
込
用

紙
を
郵
送
。
※
用
紙
は
ク
ロ
ス
ー
0
に
あ
り

ま
す
。
作
品
搬
入
は
別
途
行
い
ま
す
。
の

問
合
せ
”
展
覧
会
事
務
局
野
村
（
智
52
－

3
6
5
0
）
へ
。

◆
企
業
の
設
備
近
代
化
を
支
援
し
ま
す

　
県
と
働
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で

は
、
中
小
企
業
の
設
備
近
代
化
に
向
け
た

支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
修
設
備
近

代
化
資
金
貸
付
制
度
一
設
備
導
入
の
際
、

購
入
代
金
の
5
0
％
以
内
を
無
利
子
で
融
資

し
ま
す
。
利
用
限
度
額
は
百
万
円
～
4
千

万
円
、
1
年
据
置
4
年
償
還
。
⑫
設
備
貸

与
制
度
一
企
業
が
購
入
を
希
望
す
る
百
万

円
～
6
千
万
円
の
設
備
を
公
社
が
か
わ
っ

て
購
入
し
、
長
期
か
つ
低
利
に
割
賦
販
売

ま
た
は
リ
ー
ス
し
ま
す
。
修
問
合
せ
”
飼

新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
（
盈
0
2
5

i
2
8
5
－
0
0
2
5
）
へ
。

◆
12
年
度
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
生
募
集

⑫
募
集
科
”
▼
高
卒
者
対
象
科
“
メ
力
卜

口
ニ
ク
ス
科
、
N
C
機
械
科
、
自
動
車
整

備
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
電
気
施
設
科
、

O
A
事
務
科
、
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
織

布
科
▼
義
務
教
育
修
了
者
以
上
対
象
科
H

溶
接
科
、
金
属
プ
レ
ス
科
、
建
築
科
、
左

官
科
※
十
日
町
を
含
む
県
内
5
つ
の
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
で
募
集
科
が
異
な
り
ま
す
。

の
募
集
受
付
期
間
”
推
薦
選
考
（
高
卒
者

対
象
科
の
み
）
9
月
1
6
日
㈲
～
2
9
日
㈱
、

一
般
選
考
1
0
月
1
5
日
㈹
～
2
9
日
㈹
⑫
選
考

日
旺
推
薦
選
考
1
0
月
B
日
㈱
、
一
般
選
考

11

月
1
2
日
㈹
の
問
合
せ
”
十
日
町
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
（
盈
57
－
1
1
0
5
）
へ
。

◆
1
1
年
度
フ
グ
取
扱
衛
生
責
任
者
講
習
会

　
丸
物
フ
グ
の
取
扱
い
に
必
要
な
講
習
を

行
い
ま
す
。
講
習
は
2
年
ご
と
に
（
9
年

度
受
講
者
も
）
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
期
日
”
新
潟
会
場
”
1
0
月
27
日
㈱
、
長

岡
会
場
”
1
0
月
2
8
日
内
⑫
受
講
料
”
新
規

8
千
5
百
円
、
継
続
4
千
円
⑫
場
所
”
新

潟
会
場
“
県
庁
、
長
岡
会
場
H
長
岡
市
新

産
管
理
セ
ン
タ
ー
⑫
申
込
み
・
問
合
せ
”

9
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
1
2
4
0
0
）
へ
。

◆
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
9
9

　
1
日
看
護
体
験
を
通
じ
て
医
療
や
看
護

の
あ
り
方
を
と
も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

笏
対
象
者
”
医
療
や
看
護
に
興
味
を
も
つ

【
般
市
民
。
た
だ
し
中
高
生
除
く
⑫
参
加

費
“
無
料
⑫
受
入
病
院
”
中
条
病
院
（
1
0

月
4
日
㈹
）
十
日
町
病
院
（
1
0
月
7
日
㈲
）

上
村
病
院
（
1
0
月
5
日
㈹
）
磁
申
込
み
”

9
月
8
日
㈱
必
着
で
、
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
新
潟
県
看
護
協
会
ふ
れ

あ
い
看
護
体
験
係
（
〒
9
5
1
1
8
1
3

3
新
潟
市
川
岸
町
2
－
H
智
0
2
5
1
2

6
5
－
1
2
2
5
）
へ
。

◆
公
民
館
図
書
室
9
月
休
館
の
お
知
ら
せ

　
情
報
館
が
開
館
す
る
と
、
公
民
館
図
書

室
か
ら
情
報
館
に
あ
る
本
を
調
べ
た
り
、

貸
出
予
約
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
情
報
入
力
の
た
め
に
、
図
書
室
は
9

月
中
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
願
い
ま
す
。

ま
た
現
在
貸
出
中
の
本
は
9
月
5
日
㈲
ま

で
に
返
却
願
い
ま
す
。
②
問
合
せ
”
情
報

館
（
費
5
0
－
5
1
0
0
）
へ
。

◆
農
作
物
等
の
猛
暑
対
策
を
万
全
に

　
連
日
の
猛
暑
と
水
不
足
に
よ
っ
て
農
作

物
等
の
生
育
不
良
や
品
質
低
下
が
懸
念
さ

⑳

紹
介
し
ま
す

身
障
者

　
　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
塚
原
町
の
十
日
町
保

健
所
と
な
り
に
あ
り
ま
す
。
昭
和

61

年
4
月
に
開
設
さ
れ
た
、
B
型

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
県
内
唯
一
の

施
設
で
す
。

土
地
と
建
物
は
十
日
町
市
の
市

有
財
産
に
な
っ
て
お
り
、
社
会
福

祉
法
人
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い

る
「
公
設
民
営
」
の
施
設
で
す
。

身
障
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
で
は
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

人
を
対
象
に
書
道
、
硬
筆
、
版
画
、

絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
、
生
け
花
、

機
能
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
う
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
身
体
に
不

自
由
が
あ
っ
て
も
、
趣
味
や
仲
間

と
の
交
流
を
通
し
て
、
う
る
お
い

と
張
り
合
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
脳
卒
中
後
遺
症
を
中
心

に
、
先
天
性
障
害
、
事
故
や
病
気

等
に
よ
っ
て
障
害
者
と
な
っ
た
人

が
、
「
家
に
い
て
も
す
る
こ
と
が
な

い
し
、
セ
ン
タ
ー
に
行
け
ば
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
や
れ
て
楽
し
い
」

と
い
っ
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
、
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
来
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
身
障
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
要
介
護
認
定
に
よ
っ
て
「
自

立
」
「
要
支
援
」
と
判
定
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
受
け
皿
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
新
年
度
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
決
ま
り
次
第
市
報
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
H
十
日
町
市
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
1
9
4

3
8
）
へ
。

楽しく習字の練習
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E
i
i
｝
瞳
多

』
華
｝

i
聴
肖

ヒ
…
E

1

れ
て
い
ま
す
。
水
稲
な
ど
の
農
作
物
に
は

的
確
な
か
ん
水
と
、
土
壌
条
件
に
応
じ
た

適
切
な
水
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
園
芸
作
物
に
は
寒
冷
紗
等
の
遮
光
・
遮

熱
資
材
の
利
用
も
有
効
で
す
。

◆
定
例
社
会
保
険
相
談
9
月
の
日
程
変
更

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

や
健
康
保
健
の
相
談
に
お
応
え
す
る
「
定

例
社
会
保
険
相
談
所
」
を
毎
月
第
2
・
第
4

木
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
9

月
は
祝
日
の
都
合
に
よ
り
開
設
日
を
9
日

㈲
と
2
4
日
㈹
に
変
更
し
ま
す
。
⑫
時
間
”

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
⑫
場
所
目
ク
ロ
ス

ー0

⑫
問
合
せ
”
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所

（
實
0
2
5
7
－
7
0
1
2
2
1
1
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
陸
上
競
技
教
室
　
子
ど
も
の
身
体
の
発

達
に
あ
わ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
と
な
る

運
動
を
、
楽
し
く
身
に
つ
け
る
教
室
で
す
。

O
対
象
者
”
小
学
1
～
6
年
生
⑫
日
時
“

9
月
か
ら
1
2
年
2
月
ま
で
の
第
2
・
第
4

土
曜
日
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
30
分
⑫
場

所
”
夏
季
H
陸
上
競
技
場
、
冬
季
H
総
合

体
育
館
⑫
参
加
費
”
1
人
年
額
2
千
円

（
初
回
練
習
日
に
徴
収
）
⑫
申
込
み
”
9

月
3
日
③
ま
で
に
申
込
書
を
総
合
体
育
館

宮
沢
に
提
出
。
※
申
込
用
紙
は
総
合
体
育

館
に
あ
り
ま
す
。
働
問
合
せ
”
陸
上
競
技

協
会
福
崎
（
費
0
9
0
1
3
7
5
0
1
6

4
0
6
）
へ
。

◆
第
B
回
十
日
町
長
距
離
力
ー
ニ
バ
ル

　
⑫
期
日
”
9
月
2
3
日
㈱
⑫
場
所
”
陸
上

競
技
場
②
種
目
“
8
0
0
m
、
1
5
0
0

m
、
3
千
m
、
5
千
m
、
1
万
m
⑫
対
象
“

小
学
生
～
一
般
⑦
参
加
費
”
小
・
中
学
生

5
百
円
、
高
校
生
千
円
、
一
般
千
5
百
円

の
申
込
み
”
9
月
6
日
㈲
ま
で
に
総
合
体

育
館
（
智
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
公
認
資
格
取
得
講
習
会

　
地
域
や
学
校
・
保
育
園
な
ど
で
、
も
っ

と
子
ど
も
た
ち
と
心
か
ら
遊
べ
る
コ
ツ
を

学
び
ま
す
。
⑫
日
時
”
9
月
2
1
日
㈹
（
初

日
）
以
後
毎
月
第
1
、
第
3
、
第
5
火
曜

日
の
午
後
7
時
30
分
～
9
時
30
分
を
中
心

に
⑫
場
所
”
青
少
年
ホ
ー
ム
ほ
か
⑫
受
講

資
格
”
14
年
3
月
に
1
8
才
以
上
に
な
る
人

（
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）
⑫

受
講
料
”
5
千
円
（
資
料
代
ほ
か
）
傷
問

合
せ
”
庭
野
哲
夫
（
智
0
9
0
－
2
6
5

6
1
3
5
0
1
）
へ
。
②
申
込
み
“
受
講

料
を
添
え
、
9
月
1
4
日
㈹
ま
で
に
公
民
館

本
館
へ
．

◆
市
民
プ
ー
ル
閉
場
　
市
民
プ
ー
ル
は
8

月
3
0
日
㈲
で
閉
場
し
ま
す
。
多
数
の
ご
利

用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お年寄りを

交通事故から守りましょう

　平成10年中の十日町署管内における交通

事故の発生件数は380件、その内、高齢者が

関係した事故は113件と、全事故の約30％を

占めています。

　113件を状態別でみると、自動車運転中が

48件と最も多く、次いで原付車運転中が31

件と自動車、原付車の運転中の事故で約70

％を占めています。

　例年、夕暮れが早くなる9月以降に高齢

者の事故が多発しています。交通事故を起

こさないよう、また、遭わないように注意

しましょう。

近づいてくる車が見えたら
通り過ぎるまで待つ

卓　癖
　　　　　　　讐

　遠くに見えても車は速い

歩
行
者
も
運
転
者
も

夜
お
出
か
け
す
る
と
き
は

　
　
　
特
に
気
を
つ
け
て

市内の7月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 22（137） 30（178） 0（1） 41（371）

10年 26（142） 31（158） 2（3） 50（鋼）

　　　　　　　　s
　　　　　　t
　　　　r

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
1
年

　
約
束
し
ま
す
！
健
康
づ
く
り

　
現
在
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
会
員

登
録
数
は
約
2
千
人
。
毎
日
百
人

も
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
1
0
代
か

ら
7
0
代
ま
で
の
男
女
が
入
れ

替
わ
り
立
ち
替
わ
り
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
に
向
か
い
、

活
気
と
明
る
さ
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
約
束

し
ま
す
。
未
会
員
の
人
は
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
会
員
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
内
容
・
日
時
を

確
認
の
う
え
、
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
要
予

約
・
定
員
あ
り
）

①
継
続
利
用
を
考
え
て
い
る

人
（
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
）

▼
使
用
料
月
3
か
月
以
上
の

登録講習会日程表（9月1日～）

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
券
」
を

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
内
容
H

体
力
測
定
後
、
個
人
の
目
的
・
体

力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
「
個
人
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
提
供
し
ま
す
。
受
講

後
は
常
時
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

②
試
し
に
利
用
し
た
い
人

　
　
　
　
　
　
　
（
体
験
コ
ー
ス
）

▼
使
用
料
H
1
回
券
を
含
む
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
券
」
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
▼
内
容
H
ど
な
た

で
も
で
き
る
「
体
な
ら
し
メ
ニ
ュ

ー
」
を
説
明
し
ま
す
。
受
講
後
常

時
利
用
は
可
能
で
す
が
、
「
個
人
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
移
行
さ
れ
る
場
合

は
①
の
受
講
（
要
予
約
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
み
H
総
合
体
育

館
（
盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

月 火 水 木 金 土 日・祝

10：30～11：30 ▲ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ▲

14二〇〇～15＝00 ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ○ ▲

15：30～16：30 ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ○

18130～19：30 一 一 ▲ ▲ ▲ ○ 一

20：00～21：00 ▲ ○ 一 ▲ ▲ ▲ 一

▲印はスタートコース、○印は体験コースを行います。

※日程は都合により変更される場合があります。
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三
種
混
合
（
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

獲
1
期
初
回
に
該
当
す
る
子
H
【
3
～
8

　
週
問
隔
で
3
回
接
種
】
①
9
月
1
日
現

　
在
1
歳
～
接
種
日
現
在
7
歳
半
未
満
の

　
子
②
未
接
種
か
3
回
接
種
を
し
て
い
な

　
い
子
。
※
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
子
は

　
二
種
混
合
（
二
回
接
種
）
に
な
り
ま
す
。

　
必
ず
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

雛
1
期
追
加
に
該
当
す
る
子
H
接
種
日
現

　
在
、
7
歳
半
未
満
で
、
1
期
初
回
完
了

　
後
1
年
を
経
過
し
た
子
。

雛
注
意
事
項
H
①
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

　
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
来
て
く
だ
さ

　
い
。
②
予
診
に
そ
な
え
脱
ぎ
や
す
い
服

　
で
来
て
く
だ
さ
い
。

縮
持
参
す
る
も
の
“
▼
母
子
健
康
手
帳
▼

　
体
温
計
▼
当
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

　
な
い
場
合
は
、
登
録
先
の
市
町
村
が
発

行
す
る
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
い
ず
れ
も
忘
れ

　
る
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
）

籔
受
付
H
午
後
1
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
2
時
1
5
分
（
時
問
厳
守
〉

獲
会
場
”
保
健
セ
ン
タ
ー

雛
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　
へ
。

〈日程表〉

難象
地薩

叢翻掬園 魏鯛

漣纐薬翻趨 甕國圏 馨團圏

灘1濃
叢　籔

灘灘

9／7
（幻

9／28
（火〉

10／19

（幻

ll／19

㈹

鑛穣簸
9／9

㈲
9／30
㈱

10／21

㈲

11／25

㈲

難榮
嚢麟灘i

欝・麹、

9／10
㈹
10／1
㈹

10／22

㈹

11／26

㈹

◆
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
募
集

　
命
を
救
え
る
の
は
あ
な
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
白
血
病
や
先
天
性
免
疫
不
全
症
な

ど
血
液
難
病
に
苦
し
む
人
を
支
え
て
く
だ

さ
い
。
腕
か
ら
の
1
0
㏄
の
採
血
で
登
録
が

済
み
ま
す
。
聯
日
時
日
9
月
2
6
日
㈲
午
前

9
時
～
午
後
2
時
（
所
要
時
間
約
1
時
間
）

修
場
所
“
ク
ロ
ス
ー
0
⑫
登
録
で
き
る
人
“

20
歳
～
5
0
歳
の
健
康
な
人
⑫
募
集
定
員
”

50

人
（
予
約
制
）
鯵
申
込
み
“
9
月
1
日

㈱
～
2
0
日
㈲
に
電
話
で
十
日
町
保
健
所

（
費
5
7
－
2
4
0
0
）
へ
。
※
定
員
に
満

た
な
い
場
合
、
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
⑫
問
合
せ
月
十
日
町
保
健
所
へ
。

◆
酒
害
の
相
談

⑫
日
時
H
9
月
1
7
日
働
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
⑫
場
所
目
十
日
町
保
健
所
の
問
合
せ

臼
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

甲9月の休日救急医
5日（日〉

本町クリニック　（本町3）謄50－1160

12日（日）

たかき医院　（土市5）奮58－2361

中条病院（北原）盈57－3018
　
　
4
　
　
1

　
　
う
0
　
　
1

　
0
　
　
1
⊥

　
り
∠
　
　
り
∠

　
　
ロ
　
　
リ

　
6
8
6
3

　
　
盈
岱

　
剛
柚

　
洒
里

日
刀
中

　
（
　
　
（

の
老
所
院

敬
療
　
診
病

㈱
町
村

日
西

15

川
上
19日（日）

田中外科医院（田中町本通り）姪52－2403

23日㈹　秋分の日

山口医院　（袋町中）暦52－2174
　
　
Ω
U
　
｛
』

　
　
1
　
　
6

　
　
0
　
　
¶
⊥

　
　
へ
∠
　
　
つ
》

　
　
コ
　
　
ロ

　
　
6
8
6
5

　
　
暦
鱈

　
剛
剛

　
西
南

　
月
津

　
（
　
　
（

　
院
院

　
医
　
巻
病

㈲
藤
南

日
二

26

第
津

田
『

むし歯のないよい歯の子
　7月の3歳児健診を受けた子38人

者
雄
　
　
　
　
夫
人

護
　
　
猛
勉
努

保
英
　
　
　
　
敏
成

　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　

所
田
道
陶
3
釦
鵬

住
璽
醍
篇

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

子
，
人
．
奈
．
毒
．
香
乃

の
奴
拓
騨
結
3
航
　
　
り
里
雪

歯
　
　
　
　
　
ゆ
佑

い
口
崎
部
口
　
　
井

よ
　
　
　
　
　
多

　
関
山
阿
山
喜
若

9月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

8日

㈱

午後1時

　～1時45分
8年3月
生まれの幼児

1歳6か月児
健　　　　診

22日
（水）

午後1時

　～1時45分

10年3月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

29日

㈱

午後1時

　～1時30分

11年5月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
21日
（火）

午前9時

～9時50分

9年

2月・3月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

28日
（幻

午前9時15分

　　～10時

10年11月
生まれの乳児

麟舗鯛

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成8年4月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。10月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、9月16
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

9月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター 6・13・20・27億） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

21日㈹
午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館
14日（火）

午前9時～11時30分

北　和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

16日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時～11時30分

羽　根　川 帥
著士

17日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　成 園 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を。
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

9月の献血車
◆全血献血　16日㈱（午前）㈱丸山工務所

　　　　　　　　　（午後）㈱シルクワーク
　　　　　　26日（日）（終日）クロス10健康フェア

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　8日㈱（終日）十日町市役所
＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

で申し込んでください。所要時間は約60分です。

75平成11年8月25日号
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十日町とコモが姉妹都市提携を行ったのは昭和50年2月

27日のことです。しかし、それより先にコモ市の9歳の少

女ラウラちゃんから、当時の春日由三市長あてに一通の手

紙が届いていたのです。その内容（概略）とは……

親愛なる春日由三市長様

私はコモ市の9歳の女の子です。新聞で十日町市のこと

を見ました。できれば実際訪問して同じ歳の子どもたちと

会って、日本の遊ぴや習慣について学ぴたいと強く望みま

すが、残念ながら今は不可能です。そこで十日町の絵はが

きか本を送ってくださればうれしいです。それを見て想像

力をはたらかせれば、実際行った気分になれるでしょうか

ら。それとペンパルとして何人かの子どもたちを紹介して

ください。心からの感謝をもって…ラウラ・クレリチより

調印式のためにコモを訪れた春日市長は、ラウラちゃん

のために十日町小学校4年生の手紙や絵、おみやげを用意

しました。その後、彼女は木内（旧姓）聡子さんというペ

ンパルを得て、文通を始め、その交流は十日町とコモを結

び付ける象徴として長い間続きました。

時が過ぎ、今では結婚され、立派な母親となられたラウ

ラ・クレリチさんですが、両市の交流はこの人なしに語る

ことはできません。実は、当間高原ベルナティオのロゴマ

ークは、他でもない彼女のデザインによるものなのです。

1999年・夏
　　　　十高マン研
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スクールNOW
一吉田の自然を生かそう一

夏の夜の幻想的なひととき

　ホタル鑑賞会
吉田小学校

茄．41

難
蓑

翼’ 鐵

　「うあ一気持ち悪い！黒くって、げじげ

じ虫みたい！ほんとにホタルになるの？」

　4月27日㈹、全校児童でホタルの幼虫を

学校近くの貝沢川に放流しました。昨年の

夏から水槽の中で育ててきたホタルの幼虫

は、体長2cm～3cmになっていました。

　5月上旬、川岸の土の中で嫡になり、6月

中旬に成虫となって夜空を飛び交いました。

　6月22日㈹、ホタルの鑑賞会を行いまし

た。有線放送やポスターで呼び掛け、ホタ

ルについての学習会・鑑賞会が児童の手で

進められました。保護者や地域の皆さんも

たくさん集まり、子どもたちとともに幻想

的なときを過ごしました。

今、来年に向け、4年生が中心となりホ

タルの幼虫を飼育しています。水や土、餌

など多くの条件が重要となります。

先人の智恵に学び、ふるさと吉田の自然

を守る活動はこれからも広がっていきます。

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
　
編
・
集
・
室

　
酷
暑
の
日
々
も
、
お
お
ま
つ
り
を
迎
え
て

終
盤
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
号
が
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
朝
晩
も
少
し
過
ご
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
暑
さ
だ
け
で
な
く
、
十
日
町
の
若

い
人
々
の
活
躍
も
目
立
っ
た
夏
で
し
た
。
中

条
中
学
校
野
球
部
、
総
合
高
校
写
真
部
、
陸

上
の
小
林
選
手
と
田
川
選
手
。
原
稿
を
打
つ

手
も
心
な
し
か
な
め
ら
か
…
。

　
新
潟
明
訓
高
校
の
5
年
ぶ
り
の
2
回
戦
進

出
で
、
お
盆
の
楽
し
み
も
増
え
ま
し
た
。
明

訓
高
校
野
球
部
の
コ
ー
チ
も
十
日
町
市
の
出

身
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
十
日
町
で
生
ま
れ
た

多
く
の
人
た
ち
に
、
全
国
で
、
そ
し
て
世
界

で
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
夏
ら
し
い
夏
で
し
た
。

以
前
住
ん
で
い
た
大
阪
の
夏
を
思
わ
せ
る
暑

さ
！
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
ビ
ー
ル
は
売
れ

に
売
れ
、
こ
れ
か
ら
出
荷
さ
れ
る
梨
も
と
て

も
甘
い
そ
う
で
す
。
や
っ
ぱ
り
夏
は
暑
く
な

き
ゃ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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